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『行政法理論の発展とその課題―回顧と展望』   ０８・２・１５ 
中川義朗 
第一部  研究暦と研究の基礎－ドイツ法との比較研究 
１ 私の略歴 
・ １９４２(昭和 17)年 8 月 29 日旧満州奉天(現中国・瀋陽）生まれ 
・ 父の死亡により「長男の長男」(戸籍)として祖父母が親権・養育(大分県津久見市) 
・ １９６１年 九州大学法学部へ入学 
・ １９６５年 同法学研究科修士課程へ入学=研究生活の開始 
・ １９６８年 宮崎大学へ助手として就職 
・ １９９７年 熊本大学法学部教授へ配置換え 
・ ２００２年 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授を併任 



























益)の 3 分割として公式化 
・P．ラーバント『ドイツ帝国国家法』(初版 1876 年) 
・O．マイヤ－『ドイツ行政法』(初版 1895~1896 年)  








権」の 3 基準（強行法規+個人的利益+行政の一定の行態を援用しうる力） 
・ビューラー『ドイツ行政裁判における公権とその保護』(1914 年) 
 
4  現代・ボン基本法下の「公権論」の展開 
・ 基本法第１9 条 4 項・ドイツ行政裁判所法第 42 条 2 項「権利毀損」条項の下で保護規
範説=「法律上保護された利益」説の確立 









・救済法=行政訴訟における「第三者」の権利保護=原告適格(行訴 9 条)問題として顕在化 
・体系= 第三者の原告適格問題から行政上の実体的法律関係=第三者を含む「三極的」・「多
極的」行政法関係論（シュミット＝プロイス、アハタ―ベルク、シュミット＝アスマン






















＊ 参照、手島孝・中川義朗編著『基本行政法学(第 3 版)』(法律文化社) 
 
２ 「今、行政法の風はどこへ向いて吹いているか」 





(みなし道路一括指定・最高裁平成 14 年 1 月 17 日判決)・小田急事件最高裁判決(平成 17
年 12 月 7 日)における周辺 住民らの「原告適格」の一定の拡大 
・ 行政体(行政庁)・行政行為・行政強制の「三段階構造」(藤田宙靖)という従来の公式=











































・ 「良き師、良き友、良き学生に恵まれて」＝「謝謝」・「Gott  sei Dank！」 
・ 「ひとは、一代の過客にして行き交う年も、またあてのない旅人なり」(奥の細道) 
・ 「我が人生に悔いなし」 
